
CAT. NO.O-113-3

水素ガスを使用する溶断加工業、ガラス・窯業、
金属の還元・冶金、石油化学工業等の水素ガス
供給設備にご使用いただける乾式安全器で、
新開発(PAT.)の圧力感知式遮断機構に加え、
熱感知式遮断機構を組込んだＷ安全機構によ
り、水素特有の微圧での逆火にも反応してガス
供給を遮断し、逆火伝播を阻止します。

（公社）産業安全技術協会の乾式安全器の安全性能認定審査基準に日本で初めて合格。
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1. 通常作動時、可燃性ガスはガス入口側から入り、消炎素子
を通過し、逆止弁を押し開いてガス出口に流れます。

2. ガスの逆流時は、逆止弁が働き、ガスの逆流を阻止します。

3. 逆火時、逆火の火炎が入口側へ伝播するのを消炎素子で
阻止し、逆火圧力によって遮断復元ピンを押し上げ、圧力感
知式遮断機構が作動して逆止弁をロックし、ガスの供給を
遮断します。

4. 供給圧力が異常上昇したとき、圧力感知式遮断機構が作
動しガスの供給を遮断します。    

5. 微圧や圧力を伴わない逆火が起った場合は、内部のガス溜
まりでガスが燃焼し続け、本体が高温になることがあります。
この場合、熱感知式遮断機構が働き、遮断します。

 尚、熱感知式遮断機構が作動した場合は、逆火の原因を取
り除いた後、新品のLH-15型にお取替えいただき、熱感知
式遮断弁作動後のLH-15型は、弊社で修理（有償）いたし
ます。

1. 逆火発生後即座に、吹管・バーナー、装置元弁、及び容器の
各バルブを閉じて下さい。    

2. 必ず逆火の原因を究明し、正常状態にして下さい。    

3. 乾式安全器の外観検査、気密検査、逆流検査、遮断検査を
実施して下さい。    

4. 使用再開時に遮断器を復元（リセット）して下さい。    

5. 遮断器を復元（リセット）すると、凸出た遮断表示ピン（復元
ピン）が凹みます。


